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１　地域住民・事業者・行政の協働による計画の推進
地域福祉の推進は、地域住民をはじめとして民生委員・児童委員、社会福祉協議会、町内会等の自治組織、ボランティア・市民活動団体、社会福祉に携わる事業者などと行政とのパートナーシップに基づき、協働し、支えあうことにより実現します。

特に、地域住民は、住み慣れた豊川市を地域全体でよりよくしていく地域福祉の主体的な担い手として期待されています。

計画策定後、本市は地域住民の主体的な参画と福祉関係事業者の協働のもと、地域での各種福祉活動や交流活動の支援などに継続的に取り組んでいくとともに、地域住民、事業者、社会福祉協議会などがそれぞれの立場や役割のもとでお互いに支えあい、連携して計画を推進してまいります。

＜地域福祉推進のイメージ＞







２　社会福祉協議会との連携

平成12年の社会福祉法の改正により、地域福祉の推進が社会福祉の理念として規定されるとともに、社会福祉協議会が地域福祉の推進を担う中心的な団体として明確に位置づけられました。

本計画においても、豊川市社会福祉協議会は民間の立場で地域福祉活動を推進する中核的な機関として、大きな役割を担うことが期待されています。

また、民間としての地域福祉活動を実践する計画として豊川市社会福祉協議会で策定予定の地域福祉活動計画があります。

今後、本計画の実効性を図るため、社会福祉協議会と連携するとともに、社会福祉事業者、関係機関等とのネットワークを確立します。

３　計画の普及啓発

本計画の内容については、ダイジェスト版やホームページなどにより公表し周知を図ります。また、より普及を図るため、町内会や福祉委員などを通じて、具体的な取り組みや活動事例などを紹介しながら、理解と参加・協力を求めていきます。

４　計画の推進体制

本計画は、市の他部署における既存の様々な計画と重なっている部分があります。

このため、市の関係各課や社会福祉協議会が所管する計画や事業を通じ、計画の推進を図り、地域福祉計画推進のための連携に努めます。

地域住民と事業者、行政が協働して、地域福祉の実現にあたります。
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